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平成26年度 第１回 静岡市スポーツ推進審議会 会議概要 

 

１ 日  時   平成２６年６月９日（月）１５時から１７時まで 

２ 場  所   静岡市役所清水庁舎 ３階 ３０５会議室 

３ 出 席 者  【委 員】（50音順･敬称略） 

青木孝輔、池谷孝、石川壽將、太田仁美、佐藤伊都子、 

瀬戸脇正勝、堀和弘、松﨑晃、村越真、百瀬容美子、渡辺典子 

【事務局】 

西ヶ谷隆司文化スポーツ部長、山田裕才スポーツ振興課長、 

秋山健ホームタウン推進担当課長、内田精一参事、 

鈴木達也課長補佐兼総務係長、望月哲也主幹兼ホームタウン推進係長、 

望月啓生主幹兼葵・駿河施設係長、髙須修主幹兼スポーツ振興係長 

齋藤康穂指導主事、佐藤知己主任主事 

４ 欠 席 者   大儀見浩介、小川菊治、佐藤栄作、山本尚佳 

５ 傍 聴 者   なし 

６ 議 題   （１）静岡市スポーツ推進計画の構成について 

（２）スポーツ推進計画における「主な取り組み事業」一覧表について 

 

７ 会議概要   下記のとおり 

 

【概要】 

 １ 開会 

 （１）会議成立（委員半数以上の出席により会議成立） 

 

 ２ 事務局職員紹介 

 

 ３ 議題 

 （１）「静岡市スポーツ推進計画の構成」について 

     前回の審議会以降に変更があった部分について事務局から説明を行い、委員から

意見をいただく。 

 

  【特記事項】 

     事務局より、議題に入る前に静岡市スポーツ推進計画策定までの流れを説明する。 

  【委員からの意見】 

     特になし 

 

 （２）「スポーツ推進計画における「主な取り組み事業」一覧表」について 



2 

 

     静岡市スポーツ推進計画における基本施策の項目である６本の柱（①子どもの体

力を向上させる機会の創出、②ライフステージに応じたスポーツ活動の推進、③ス

ポーツツーリズムによるＭＩＣＥの推進、④ホームタウン活動の推進、⑤マンパワ

ーの養成・資質向上、⑥スポーツ活動を推進するための支援）の中にある主な取り

組み事業について、各委員から提案、意見をいただいた。各委員からの提案、意見

を同計画に反映させていく。 

 

【委員からの提案、意見】 

 ①子どもの体力を向上させる機会の創出 

  ・似たような事業が他の項目にもまたがって記載されている。 

  ・スポーツ手帳の交付は以前に似たような事業が他分野であったが、あまり活用さ

れていなかったため、十分に内容を検討したうえで実施すべきだ。 

  ・スポーツ手帳が交付されるのであれば、期間限定にするなどして子どものモチベ

ーションが保たれる工夫を。 

  

 ②ライフステージに応じたスポーツ活動の推進 

  ・初心者スポーツ教室で行う種目は決まっているのか。あまり重いスポーツではな

くて軽いスポーツの方がよいのでは。 

  ・ねんりんピックの項目では大会の趣旨も書かれているようだが、これでよいか。 

  

③スポーツツーリズムによるＭＩＣＥの推進 

  ・ラジオ体操祭に関連して、ラジオ体操が普及されることは非常にいいことだと思

うので、どこの地区ではいつどこでラジオ体操を行っている等の情報が公開される

と更に普及につながるのでは。また、同じようなことが他のスポーツでも言える。 

  ・井川少年自然の家の事業の表現方法について、宿泊がメインの表現となってしま

っているので、スポーツがメインの表現に変更した方がよいのでは。 

  ・蒲原ニューイヤーウォーク、マリーンフェスティバルなどはもう少し詳細な内容

が記載されている方がよいのでは。 

  ・井川少年自然の家の事業は「誰もが参加したくなるスポーツイベントの開催」よ

りは「自然環境を活かしたスポーツイベントの開催」の方がしっくりくる。 

  ・「スポーツ選手によるスポーツ講演会」は⑤⑥にあった方が違和感がない。 

  ・ＭＩＣＥの推進によるアウトプットはなにか。 

  ・世界レベルの大会を誘致するような記載をお願いしたい。 

  

 ④ホームタウン活動の推進 

 （サッカーフレンドシティ計画が包含されることを事務局より説明） 

  ・静岡市という名前で、サッカーも野球も注目される部分があると思うので、ぜひ

力を入れていってほしい。 
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  ・「全国少年少女草サッカー大会」は既に行われている事業という認識でよいか。 

  ・掲載されている事業が全てフレンドシティ計画に掲載されていたという認識でよ

いか。 

  

 ⑤マンパワーの養成・資質向上 

・事業内容の確認。 

・「スポーツ指導者の養成講習会」について実施目標の中に昨今の体罰等の問題も

あるため、倫理観を高めるような表現を入れてほしい。 

  

 ⑥スポーツ活動を推進するための支援 

  ・事業内容の確認。 

  ・「企業との協働」について事例確認。 

  ・学校の授業でニュースポーツを取り入れてみたい、というような際にはスポーツ

推進委員の派遣をスポーツ振興課へ依頼すればよいか。 

  ・スポーツ推進委員の状況確認。 

  

 全体を通しての提案、意見 

  ・実施目標が目標と言えるかどうか疑問なものがある。 

  ・内容と目標が混在してしまっているので、書き方を統一すべきでは。 

  ・事業の概要も分かるとよい。 

  ・計画は８年間のものだが、８年間で終わる事業、その先もやる事業も考えないと

いけない。 

  ・静岡マラソンについては是非検証をしてよいものにしてほしい。 

  ・「中学校部活動指導員」は現在足りない状況にあるので、「指導者マッチングシ

ステムの運用」が早く進むと解消に期待できるのでは。 

  ・現在学校では生徒の減少もあり部活動の種類が減少しているが、総合型地域スポ

ーツクラブにはあり、学校の部活にはない種目について、部活動発足の要望が学校

にあげられることがある。新潟ではアルビレックスの名前を冠にして様々な競技の

クラブ活動があると聞いたことがある。権利等の関係もあるが、エスパルスの名前

で同じようなことができれば、学校で部活動がなくても、子どもたちが活動を行う

場となりえるのでは。 

 

 ４ その他 

 （１）次回の審議会日程について 


